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定
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者
の
指
定
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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
三
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

㈠

東
京
都
江
戸
東
京
博

物
館

東
京
都
墨
田
区
横
網
一
丁
目
四
番
一

号
及
び
東
京
都
小
金
井
市
桜
町
三
丁

目
七
番
一
号
（
分
館
）

㈡

東
京
都
写
真
美
術
館

東
京
都
目
黒
区
三
田
一
丁
目
十
三
番

三
号

㈢

東
京
都
現
代
美
術
館

東
京
都
江
東
区
三
好
四
丁
目
一
番
一

号

㈣

東
京
都
美
術
館

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
八
番
三
十

六
号

㈤

東
京
都
庭
園
美
術
館

東
京
都
港
区
白
金
台
五
丁
目
二
十
一

番
九
号

㈥

東
京
文
化
会
館

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
五
番
四
十

五
号

㈦

東
京
芸
術
劇
場

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
一
丁
目
八
番

一
号

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団

東
京
都
墨
田
区
横
網

一
丁
目
四
番
一
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
四
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
立
奥
多
摩
湖
畔
公
園
山
の
ふ
る
さ
と
村

東
京
都
西
多

摩
郡
奥
多
摩
町

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

奥
多
摩
町

東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
氷
川
二
百
十
五
番
地

六
三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
五
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
立
多
幸
湾
公
園

東
京
都
神
津
島
村

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

神
津
島
村

東
京
都
神
津
島
村
九
百
四
番
地
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三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
檜
原
都
民
の
森

東
京
都
西
多
摩
郡
檜
原
村
字
数
馬

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

檜
原
村

東
京
都
西
多
摩
郡
檜
原
村
四
百
六
十
七
番
地
一

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
奥
多
摩
都
民
の
森

東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
境

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

奥
多
摩
町

東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
氷
川
二
百
十
五
番
地

六
三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

東
京
都
墨
田
区
堤
通
二

丁
目
十
四
番
一
号

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
益
社
団
法
人
東
京
都
医
師
会

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河

台
二
丁
目
五
番
地

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
九
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

く
う

東
京
都
立
心
身
障
害
者
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

東
京
都
新
宿
区

神
楽
河
岸
一
番
一
号

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
益
社
団
法
人
東
京
都
歯
科
医
師
会

東
京
都
千
代
田
区
九
段

北
四
丁
目
一
番
二
十
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
六
十
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
船
形
学
園

千
葉
県
館
山
市
船
形
千
三
百
七
十
七
番
地

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
事
業
団

東
京
都
新
宿
区
大

久
保
三
丁
目
十
番
一－

二
〇
一
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
六
十
一
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
八
街
学
園

千
葉
県
八
街
市
八
街
に
百
五
十
一
番
地

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
事
業
団

東
京
都
新
宿
区
大
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久
保
三
丁
目
十
番
一－

二
〇
一
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
六
十
二
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
勝
山
学
園

千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町
下
佐
久
間
千
四
百

六
十
九
番
地

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
事
業
団

東
京
都
新
宿
区
大

久
保
三
丁
目
十
番
一－

二
〇
一
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
六
十
三
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
片
瀬
学
園

神
奈
川
県
藤
沢
市
片
瀬
四
丁
目
九
番
三
十

八
号

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
事
業
団

東
京
都
新
宿
区
大

久
保
三
丁
目
十
番
一－

二
〇
一
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
六
十
四
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
七
生
福
祉
園

東
京
都
日
野
市
程
久
保
八
百
四
十
三
番

地
二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
事
業
団

東
京
都
新
宿
区
大

久
保
三
丁
目
十
番
一－

二
〇
一
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
六
十
五
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
八
王
子
福
祉
園

東
京
都
八
王
子
市
西
寺
方
町
七
十
六

番
地

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
事
業
団

東
京
都
新
宿
区
大

久
保
三
丁
目
十
番
一－

二
〇
一
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
六
十
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
千
葉
福
祉
園

千
葉
県
袖
ケ
浦
市
代
宿
八
番
地

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
事
業
団

東
京
都
新
宿
区
大

久
保
三
丁
目
十
番
一－

二
〇
一
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
六
十
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
清
瀬
喜
望
園

東
京
都
清
瀬
市
竹
丘
三
丁
目
一
番
七
十

二
号

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

社
会
福
祉
法
人
東
京
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
協
会

東
京
都
清
瀬
市
松

山
二
丁
目
十
八
番
二
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
六
十
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
台
東
館

東
京
都
台
東
区
花
川

戸
二
丁
目
六
番
五
号

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社

東
京
都
千
代
田

区
神
田
佐
久
間
町
一
丁
目
九
番
地

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
六
十
九
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
立
多
摩
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

東
京
都
八
王
子
市
明
神

町
三
丁
目
十
九
番
二
号

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

多
摩
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
共
同
企
業
体

東
京
都
千

代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
四
番
二
号

日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
内

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
七
十
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

㈠

東
京
都
八
重
洲
駐
車
場

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
三
丁
目
及

び
同
区
京
橋
一
丁
目
地
先
道
路
内

㈡

東
京
都
日
本
橋
駐
車
場

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
一
丁
目
、

同
区
日
本
橋
二
丁
目
及
び
同
区
日
本
橋
三
丁
目
地
先
道
路
内

㈢

東
京
都
宝
町
駐
車
場

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
三
丁
目
、
同

区
京
橋
一
丁
目
、
同
区
京
橋
二
丁
目
及
び
同
区
京
橋
三
丁
目
地

先
道
路
内

㈣

東
京
都
新
京
橋
駐
車
場

東
京
都
中
央
区
京
橋
三
丁
目
、
同

区
銀
座
一
丁
目
、
同
区
銀
座
二
丁
目
及
び
同
区
銀
座
三
丁
目
地

先
道
路
内

㈤

東
京
都
東
銀
座
駐
車
場

東
京
都
中
央
区
銀
座
五
丁
目
、
同

区
銀
座
七
丁
目
及
び
同
区
銀
座
八
丁
目
地
先
道
路
内

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
益
財
団
法
人
東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社

東
京
都
新
宿
区

西
新
宿
二
丁
目
七
番
一
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
七
十
一
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
板
橋
四
ツ
又
駐
車
場

東
京
都
板
橋
区
板
橋
二
丁
目
地

先
道
路
内

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
益
財
団
法
人
東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社

東
京
都
新
宿
区

西
新
宿
二
丁
目
七
番
一
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
七
十
二
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。
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令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
立
横
網
町
公
園

東
京
都
墨
田
区
横
網
二
丁
目

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
益
財
団
法
人
東
京
都
慰
霊
協
会

東
京
都
墨
田
区
横
網
二
丁

目
三
番
二
十
五
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
七
十
三
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
立
葛
西
臨
海
公
園

東
京
都
江
戸
川
区
臨
海
町
六
丁
目

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会

東
京
都
新
宿
区
歌
舞
伎
町

二
丁
目
四
十
四
番
一
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
七
十
四
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

㈠

晴
海
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

東
京
都
中
央
区
晴
海
五
丁
目
七
番

一
号

㈡

有
明
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

東
京
都
江
東
区
有
明
三
丁
目
十
二

番
十
三
号

㈢

有
明
小
型
船
発
着
所
浮

桟
橋

東
京
都
江
東
区
有
明
三
丁
目
三
十

一
番
地
先

㈣

青
海
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

東
京
都
江
東
区
青
海
二
丁
目
八
番

十
一
号

㈤

青
海
小
型
船
発
着
所
浮

桟
橋

東
京
都
江
東
区
青
海
二
丁
目
九
十

二
番
地
先

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

東
京
港
埠
頭
株
式
会
社

東
京
都
江
東
区
青
海
二
丁
目
四
番
二

十
四
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
七
十
五
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

㈠

竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

東
京
都
港
区
海
岸
一
丁
目
十
二
番

一
号
、
同
所
同
番
二
号
、
同
所
十

六
番
一
号
及
び
同
所
同
番
三
号

㈡

竹
芝
小
型
船
発
着
所
浮

東
京
都
港
区
海
岸
一
丁
目
五
十
八

桟
橋

番
地
先

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

東
京
港
埠
頭
・
テ
レ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ

東
京
都
江

東
区
青
海
二
丁
目
四
番
二
十
四
号

東
京
港
埠
頭
株
式
会
社
内

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
七
十
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

㈠

竹
芝
ふ
頭
船
舶
給
水
施

設

東
京
都
港
区
海
岸
一
丁
目
十
一
番
、

同
所
十
二
番
及
び
同
所
十
六
番

㈡

日
の
出
ふ
頭
船
舶
給
水

施
設

東
京
都
港
区
海
岸
二
丁
目
七
番

㈢

芝
浦
ふ
頭
船
舶
給
水
施

設

東
京
都
港
区
海
岸
三
丁
目
六
番
、

同
所
二
十
八
番
、
同
所
二
十
九
番

及
び
同
所
三
十
二
番

㈣

晴
海
ふ
頭
船
舶
給
水
施

設

東
京
都
中
央
区
晴
海
五
丁
目
十
三

番
及
び
同
所
十
五
番

㈤

月
島
ふ
頭
船
舶
給
水
施

設

東
京
都
中
央
区
豊
海
町

㈥

辰
巳
ふ
頭
船
舶
給
水
施

設

東
京
都
江
東
区
辰
巳
三
丁
目
二
十

一
番

㈦

東
京
国
際
ク
ル
ー
ズ
ふ

頭
船
舶
給
水
施
設

東
京
都
江
東
区
青
海
二
丁
目
地
先

㈧

運
搬
給
水
施
設

東
京
都
品
川
区
八
潮
一
丁
目
一
番

三
号
地
先
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二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

東
京
港
埠
頭
株
式
会
社

東
京
都
江
東
区
青
海
二
丁
目
四
番
二

十
四
号

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
七
十
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
立
葛
西
海
浜
公
園

東
京
都
江
戸
川
区
臨
海
町
六
丁
目

及
び
同
所
地
先

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

葛
西
海
浜
公
園
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
一
丁

目
十
六
番
十
五
号

西
武
造
園
株
式
会
社
内

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
七
十
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

㈠

二
見
漁
港
桟
橋
（
１
）

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
字

奥
村

㈡

二
見
漁
港
桟
橋
（
２
）

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
字

奥
村

㈢

二
見
漁
港
船
揚
場
（
１
号
）

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
字

奥
村

㈣

二
見
漁
港
船
揚
場
（
１
号
そ
の

２
）

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
字

奥
村

㈤

二
見
漁
港
船
揚
場
（
２
号
）

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
字

奥
村

㈥

二
見
漁
港
護
岸
（
保
安
署
横
）

前
面
泊
地

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
字

清
瀬

㈦

二
見
漁
港
護
岸
（
赤
間
裏
）
前

面
泊
地

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
字

奥
村

㈧

二
見
漁
港
護
岸
（
野
積
場
前
）

前
面
泊
地

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
字

奥
村

㈨

二
見
漁
港
中
央
防
波
堤
内
側
泊

地

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
字

奥
村

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

小
笠
原
島
漁
業
協
同
組
合

東
京
都
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
七
十
九
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
八
丈
島
空
港

東
京
都
八
丈
町
大
賀
郷

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

八
丈
島
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社

東
京
都
八
丈
島
八

丈
町
大
賀
郷
二
千
八
百
三
十
九
番
地
二

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

告

示
（
教
）

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
告
示
第
二
十
一
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

者
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

令
和
三
年
四
月
一
日

東
京
都
教
育
委
員
会

一

公
の
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

東
京
都
立
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

東
京
都
多
摩
市
落
合

一
丁
目
十
四
番
二

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
益
財
団
法
人
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
文
化
事
業
団

東
京
都
渋
谷

区
千
駄
ケ
谷
一
丁
目
二
十
九
番
九
号

日
本
パ
ー
テ
ィ
ビ
ル

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

三
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


